
環省の「生物多様性保全上重要な里地里山(全国500力所)」に'八千代市雁たるの里"か選ばれ疹した!

八千代市戸るの里くり行委員会第73号 2024年3月

ほたるの里の花(早春)
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令和5年度ちぱ環境再生基金助成金(県民の活動)

@セイヨウタンホボ

を頂き作成しました。
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公益財団法人ニッセイ緑の財団からご寄付をいただきました

日本生命保険相互会社の関係団体「公益財団法人

ニッセイ緑の財団」が設立30周年となるのを記念

した環境団体への寄付事業において、ほたるの里づ

くりの取の組みが評価され、八千代市ほたるの里づ

くの実行委員会を寄付先としてお選ぴいただきぎし

た。

これを記念した式典が、令和5年12月19日に

市役所で行われ、服部友則八千代市長立ち会いのも

と、日本生命保険相互会社船橋支社長の高見澤様か

ら、ハ千代市ほたるの里づくり実行委員会会長へ、寄

付金目録の贈呈があの姦した

おやこ生き物探検隊(秋:力いぼり)2023 年11

今年のかいぼりでは、タモロコ、アメリカザリガ

タニシ、ヤゴ、クビキリギス、クサガメ、ハイイ^ 、

ロゲンゴロウ、ウシガエルのオタマジャクシ等が観

察できました。

参加者は4家族11 名。やはの子どもたちは生き

物を捕まえるのに夢中で、たも網を池に突っ込み、生

き物と泥をすくい、その中に生き物がいないか探す

のに一生懸命。

タモロコや小魚は小さいものから大きいものまで

多く、少数のヤゴやクビキリギス、ハイイロゲンゴロ

ウなど生息が見られました。

一方、不思議恋ことに昨年たくさん生息レていた

2024年2月10

今回いただいた浄財は、市民の皆様、地域

の皆様が生物多様性を身近に親しんでいただ

ける環境づくりのため、有意義に活用させて

(事務局)いただきます

辱

2月10日は晴れで、暖かい日でレた。

親子6組(12人)、里のスタッフ及ぴ講師(10人)

で、里の探検をしました

探検の始めは、バイオネスト(生き物のすみか)の枝

や、木恋どをはずして中に何がいるかを皆で見ぎした。

スタッフも中を見るのは初めてで、ワクワクでした。残

念ながらカプトムシの幼虫はいませんでしたが、ハサ

ミムシ、ムカデ、ダンゴムシが隠れていました

腐のかけた枝の中に虫がいると気づいた子ども達

は、枝の中を探していました。その後は、それぞれ思い

思いの場所で生き物探しをし萩した。

●風

ウシガエルのオタマジャクシが一匹しか見つか

のませんでした。今夏の気温が暑かったせいなの

か、原因はわからず。

それでも、生き物を手で触れる機会の少ない時

代、網で生き物をすくい、手でつかみバケツに入

れることをした

子どもたちは、

楽しい体験を

しました。

(文責)

ホタルメイト

板橋忠生

18日(士) 11 00~12:00

落ち葉の中には、クビキリギス、ニホンアマ

ガエル、テントウムシなど。水の中には、カワ

ニナ、ニホンアカガエルの卵堺など。ハンノキ

の花もありぎした。

空を見上げると、なんとノスリが何度も姿を

見せてくれ

ました

楽しい探検

でした

..

(広報部)



「名主山」

朝、登校したら(村上小学校の5年の晩秋)「今

臼は名主山に行きます」と言われました。転校生

の私には名主山も知ら恋ければ、突然、今日の勉

強が校外学習に変更に恋る事も驚きでした。

名主山とは今の村上団地ができる前の原野と

いうか小高い丘で見つかった弥生式文化期竪穴

式住居跡の事です。八千代市教育委員会の詳細記

録にありますが、ここではあくまでも小学生の目

線で当時の状況を書きます。

私の通っていました村上小学校は、今の八千代

市郷土博物館のところにありました。名主山まで

は歩きです。琵蒼(うっそう)とした木尺の山道

を列を作って歩いていると女子の一人が、「ここ

ら辺は呑に恋ると家族でワラビ取りに来るとこ

ろだよ」と教えてくれました確かに子供たち同

土では簡単には、怖くて来られない所だと感じま

した。

原野の中を歩いていると小高い丘が開け、ロー

プに囲まれた地面を四角く掘った跡が3 つか4

つあった記憶があり荻すここに大昔の人が住ん

でいたところかと思うのですが、今一つピンとき

ません。友達から土器を探すぞと言われ、地面の

表面に落ちている茶色の破片が土器だからと言

われて探すのですが、小さなかけらを探すのがや

つとしぱらくするとみん恋飽きてし弐い、広い

丘を走の回って遊ぷのに夢中になっていました

住居跡の近くには湧き水があの、私はそこで犬

の顎(あご)だと思われる骨をみつけました。そ

の骨が当時の犬かどうかはわかりませんが、大発

見と思いながらも丘をみんなで走の薮わること

の方が何よのも魅力的に葱ってしまい、見つけた

土器や骨はどうしたのか

昭和50年頃の村上周辺の様子
ホタルメイト

原野に生えている背の低い樹木のほとんどが

山栗の樹であることを発見し、その時は秋も終

わり、すでに栗はなくイガがたくさん落ちてい

ました。もちろんしっかの記憶にインプット、

翌年は友達3人で栗拾いに行き、名主山は小さ

な山栗でバスケット籠(かご)を一杯にしてく

れました。

帰り道は、"ウサギだ!"といって追いかける

者、途中の湧き水では、石をひっくの返して動

きの鈍いサワガニを見つけたの、名主山の自然

は私を満喫(弐んきつ)させてくれました。

村上団地ができる前の発掘調査では、かなり

貴重な遺跡が出てきたとも聞いています。

村上団地の造成の時は、釖り開かれた赤土の

広っぱには、たくさんの大きな土器のかけらが

落ちていて、ほぼ完全な茶碗(ちゃわん)を見つ

け学校に持っていき先生が教室に飾ってくれま

した。壺(つぼ)をみつけた友達は学校に持って

くる途中で落として割ってしまった報告もきい

ています土器に慣れた私達、普段の遊ぴの中

で畑や原っは恋どにも土器が見つかることがわ

かのました。特に雨が降った後の畑では、たや

すく見つけることができた記憶があのます。私

の住んでいる村上周辺は土器がたくさんあるん

だと思わせてくれました

ちょっと気を付けてみたら、足元に昔の生活

の発見があるかもしれません
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里の整備作業 a ~2月)

里からのお知らせ

◆ヤマトミクリの里周辺の野鳥調査より
ヤマトミクリの里周辺(桑納、島田)の野烏調査は、毎年2月と5月に実施レています。

今年は2月15日(木)に、神講師を含め10名で行いました

今回は農業交流センターから、島田谷津、むつみの森、廠島神社、桑納の田んぼ、新川のルートに
しました。ルート変更が良かったのか33種(昨年は21ネ動と、昨年に比べ大幅に増えました。
谷津ではキセキレイ、キクイタダキ。田んぼでは、ヒバリ、チョウゲンボウ、ノスリ。新川では

バン、コガモなど。今年初めて見る鳥など、調査を楽しませてくれる結果と恋りましだ

ヤマトミクリの里周辺の自然環境の豊かさが、実感できる調査と恋りました

ヒハリツクミ・アオシの郁呈年安化

←かいほの

E

←カラスウリの根

キセキレイ(松尾氏提供)

◆ほたるの里づくり実行委員会第27回総会案内
日時:2024年4月13日(土) 9:30~10:30

会場:やちょ農業交流センター第1・2研修室

内容:令和5年度事業報告・収支決算

令和6年度事業計画・予算案

※総会終了後、ほたるの里へ行き、里に生えている木について、楽しく学びます

[編集後記](広報部)

桜の開花が毎年早く恋っていま
す暖冬のせいか、気温の変化が激し
<、生き物たちにも、私たちにも対応
が難しいですね。里の湿地でクサガ
メがひ恋たぼっこしている姿を見か
けますほっこりしてしまいます!

二016年、02'年:01右年.01亨年
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[ほたるの里連絡先]

八千代市ほたるの里づくり実行委員会事務局

〒276-8501 ハ干代市大和田新田312-5八干代市環境政策室内

Tel:047-421-6767

E-mail: kankyoul@cio、.yacl-1iyo.chiba,jD
HP:h廿'//WWVV.ci chio..'/S伽hiki/40/'3728.h加1

【編集】広報部会事務局
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木の観察会

10:40~12
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